
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度

71.2

％

50

％

％

％

％

◆総合計画における位置付け等 平成18年10月27日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 経営安定化と経営革新の支援 課長名 下山啓二

評価担当部 経済部

第２節 中小企業の育成

指標５

達成率 #DIV/0!

指標４

達成率 #DIV/0!

指標３

達成率 #DIV/0!

45件 21

毎年、5％減を目標とする。
40件指標２

達成率
19

108.7

46

83.0億円 21

毎年、対前年度比8％増を目
標とする。

96.8億円
指標１

達成率
19

107.2

76.3

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標４

指標３

Ｈ16

指標２ 市内企業の倒産件数
倒産件数
Ｈ16倒産件数：52件 52件 Ｈ16

指標１ 法人市民税額
法人市民税額
Ｈ16法人市民税額：65.9億円（現年度調定額ベー
ス）

65.9億円

＊人件費は、一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

中小企業事業化資金等を構成事業として追加したため

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 5,862 8,490

合計 3,610,945 5,662,558

事業費 5,646,860

人件費 15,698

目標値の考え方（根拠）

事業者の資金需要に対応するための融資制度や各種工業団体の活動を促進するための補助金交付などにより市内中小企業の
経営の安定化を図るとともに、優れた研究開発を行う企業を対象とした研究開発補助金の支給や専門アドバイザーによる新規創
業、新分野進出などを進めることにより経営革新の支援をする。
また、中小企業勤労者福祉サービスセンターの支援を通じて、福利厚生の充実を図り、従業員の定着化を促進する。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

基本目標 躍動し 魅力あふれる交流拠点都市をめざして 施策コード 31210

政策名（章） 第１章 立地特性を生かした産業の振興をめざします

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 産業振興課



１次評価

Ｂ

２次評価

Ｂ

３次評価

課題
中小企業のニーズ合った使いやすい制度となるようメニューの充実を図りながら利用の拡大を進めるととも
に、人件費の抑制に努める必要がある。

解決策
新事業創出や産学連携など産業振興課が展開する他の施策との連携を図るなど、中小企業のニーズを反
映した融資を行うとともに、市制度の良さを市内企業にアピールすることで企業に選ばれる融資制度にしてい
く。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

社会・経済情勢を的確に捉え、事業のスクラップアンドビルドに努めるなど、中小企業者のニーズに合わせた事業展開
を図る必要がある。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 7 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

1

施策の満足度は3.074で51施策の中で41番目、重要度は3.608で40番目であるが、中小企業の経
営安定化と経営革新への支援による産業の活性化は、雇用の創出はもとより、市民生活を財政面
で支える大きな力になるものであることから、施策の更なる充実を図るとともに、その重要性を市民
に周知していく必要があると考えている。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

2

融資事務は、利子補給や信用保証料補助などの補助金支出が中心であり、利用が増えると事務
量も増えることとなる。最小の経費で最大限の効果をあげるためには、ＯＡ化などを進めながら人
件費を抑制することが重要である。そのため、融資システムを導入し、利用者管理や補給利子計算
などを行い事務量の軽減を図るとともに、書類の点検など一部の単純作業に非常勤職員を活用す
るなどの工夫を行っている。

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4

経済情勢に左右されることなく、適正に資金を供給することは、中小企業の経営を安定させるため
には、必要不可欠なことである。営利企業である金融機関に中小企業への融資を全面的に委ねる
と、融資が受け難くなったり、不当な金利を要求されたり、中小企業の経営に悪影響が及ぶ可能性
が予想される。そのため、行政が介入し、融資制度を整え、円滑に資金供給することは有効性が高
いといえる。
また、中小企業の経営安定は、税収面などで市政への貢献が期待できるため、今後とも、積極的
に進めるべき施策である。

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.074で51施策の中で41番目。
○重要度は3.608で40番目である。
○改善要望度は－0.1039で32番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上でもっとも高く、40歳
代でもっとも低くなっている。
○重要度は50歳代でもっとも高く、40歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度は施策の順位に大きな違
いはみられないが、重要度は大幅に下がっている。
○満足度の順位では、50歳代で前回調査より大幅に上
がっている。
○重要度の順位では、30歳代を除く年代で大幅に下がって
いる。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

中小企業の育成

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 31210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

中小企業経営相談事業 産業振興課 2 0.43 3,690 0 0

中小企業緊急経営相談事
業 産業振興課 0.02 5,422 0 0

中小企業団体共同施設補
助金 産業振興課 3 0.10 1,742 0 0

各種工業団体補助金
各種工業団体育成事業 産業振興課

4 0.01 1,416 再掲 0.02 161 693 854

中小企業経営安定化資金
利子補給金

産業振興課 1 0.00 3,903 0 0
中小企業事業資金利子補

給金 産業振興課 2 0.20 1,610 34,792 36,402

中小企業事業資金融資預
託金 産業振興課 2 0.10 805 2,288,000 2,288,805

中小企業事業資金信用保
証料補助金 産業振興課 2 0.20 1,610 47,711 49,321

中小企業事業資金融資事
務費 産業振興課 2 0.05 403 9,949 10,352

中小企業景気対策特別資
金利子補給金

中小企業景気対策特別融
資利子補給金

産業振興課 1 0.20 150,404 1 0.20 1,610 104,493 106,103

中小企業景気対策特別資
金預託金

中小企業景気対策特別融
資預託金

産業振興課 1 0.20 3,265,684 1 0.10 805 2,920,000 2,920,805

中小企業景気対策特別資
金信用保証料補助金
中小企業景気対策特別融
資信用保証料補助金

産業振興課 1 0.20 50,188 1 0.20 1,610 113,003 114,613

中小企業景気対策特別資
金融資事務費

中小企業景気対策特別融
資事務費

産業振興課 1 0.10 890 1 0.00 0 0 0

中小企業研究開発支援事
業 産業振興課 1 0.08 4,729 再掲 0.21 1,691 15,677 17,368

中小企業新分野進出支援
事業 産業振興課 1 0.00 16,632 再掲 0.06 483 16,632 17,115

中小企業販路開拓支援事
業 産業振興課 再掲 0.08 644 3,623 4,267

中小企業受発注促進経費 産業振興課 2 0.01 459 0 0

中小企業勤労者福祉サービ
スセンター補助金

勤労福祉課
働く人支援課 再掲 0.02 51,557 再掲 0.20 1,610 83,170 84,780

勤労者総合福祉センター維
持管理費 勤労福祉課 再掲 0.01 53,226

勤労者総合福祉センター自
主事業費 勤労福祉課 再掲 0.01 1,003 0 0

中層企業退職金等共済掛
金補助金（再掲） 働く人支援課 再掲 0.33 2,657 9,117 11,774

0 0

0 0

0 0

1.39 3,610,945 1.95 15,698 5,646,860 5,662,558

1.39 3,610,945 1.95 15,698 5,646,860 5,662,558合計

計

経営安定化と経営革新の支援



コード 31210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の
優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の
優先順位

Ｈ17人員
（人）
Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

経営安定化と経営革新の支援


